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中
東
遠
の
中
軸
都
市

問
　

第
二
東
名
の
開
通
を
控
え
、

南
北
軸
道
路
の
整
備
に
取
り
組

む
べ
き
。
ま
た
第
二
東
名
か
ら

の
東
の
入
口
と
し
て
の
横
軸
の

整
備
に
も
取
り
組
む
べ
き
。

答

現
在
策
定
中
の
道
路
整
備
計

画
の
中
で
、
交
通
量
調
査
の
結

果
な
ど
を
考
慮
し
、
必
要
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
本
一
防
火
の
ま
ち
づ
く
り

問
　

秋
葉
総
本
殿
の
あ
る
本
市
と

し
て
、
消
防
近
代
化
遺
産
の
保

存
活
用
等
「
日
本
一
防
火
の
ま

ち
ふ
く
ろ
い
」
を
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
。

答

歴
史
的
文
化
資
源
や
、
可
睡

斎
な
ど
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、

防
火
の
ま
ち
づ
く
り
を
内
外
に

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

ど
ま
ん
中
ま
ち
づ
く
り

問
　

袋
井
宿
開
設
４
０
０
年
祭
に

向
け
て
の
準
備
を
す
べ
き
だ
。

答

市
民
パ
ワ
ー
の
集
結
を
図
り
な

が
ら
、
ど
ま
ん
中
袋
井
の
さ
ら
な

る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

土
地
や
建
物
の
利
活
用
は
、
に
ぎ

わ
い
新
都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

お
い
て
、
歴
史
を
生
か
し
た
町
並

み
の
再
生
を
検
討
す
る
中
で
、
地

元
住
民
の
気
運
を
高
め
、
協
力
を

得
な
が
ら
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

兼
子
春
治
議
員

児
童
養
護
施
設

「
ま
き
ば
の
家
」
に
つ
い
て

問
　

市
独
自
の
強
力
な
る
支
援
を

し
た
ら
。

答

本
施
設
は
、
西
部
児
童
相
談

所
管
内
の
市
町
が
平
等
に
利
用

す
る
施
設
で
あ
る
。
特
定
の
市

町
が
施
設
運
営
費
の
補
助
を
厚

く
す
る
こ
と
は
、
平
等
利
用
の

意
義
が
薄
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

や
他
市
町
と
の
協
議
も
要
す
る
。

ま
ず
は
原
則
に
よ
り
、
そ
し
て
、

ど
う
し
て
も
と
い
う
場
合
は
、

対
応
策
を
考
え
た
い
。

東
同
笠
江
之
端
線
の

拡
幅
整
備
に
つ
い
て

問
　

計
画
最
終
着
点
、
国
道
１
５

０
号
ま
で
の
整
備
計
画
は
。

答

一
部
区
間
は
、
平
成
20
年
度

に
完
成
す
る
。
県
道
磐
田
掛
川

線
か
ら
当
路
線
を
通
過
し
、
国

道
１
５
０
号
へ
抜
け
る
車
両
も

急
増
し
て
お
り
、
早
期
に
完
了

す
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
。

水
田
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

施
設
設
置
に
つ
い
て

問
　

山
崎
地
域
施
設
整
備
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答

県
が
事
業
主
体
と
な
り
計
画

中
の
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
の
事
業
化
に
向
け
、
負
担
等

の
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、
地

元
と
よ
く
協
議
し
、
調
整
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。

秋
田
　
稔
議
員

建設が進む第二東名（仮称）森掛川I.C.予定地付近

建設が進む児童養護施設「まきばの家」


